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T
R
I
P
S
協
定
に
係
る
非
違
反
申
立
制
度
の
意
義

鈴　

木　

將　

文

一　

問
題
の
所
在

　

本
稿(1)

は
、
T
R
I
P
S
協
定
（
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
（
W
T
O
設
立
協
定
）
附
属
書
一
C
知
的
所
有

権
の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定
）
に
係
る
紛
争
解
決
（
協
議
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
に
関
し
、
い
わ
ゆ
る
非
違
反
申
立
て

と
い
う
類
型
を
認
め
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

一
九
九
四
年
の
G
A
T
T
（
W
T
O
設
立
協
定
附
属
書
一
A
一
九
九
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
。
以
下
、
こ

れ
を
単
に
「
G
A
T
T
」
と
し
、W
T
O
発
足
前
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
を
「
一
九
四
七
年
G
A
T
T
」
と
い
う
。）

二
三
条
一
項
は
、
紛
争
解
決
手
続
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
て
い
る(2)

。

「
締
約
国
は
、（
a
）
他
の
締
約
国
が
こ
の
協
定
に
基
く
義
務
の
履
行
を
怠
っ
た
結
果
と
し
て
、（
b
）
他
の
締
約
国
が
、
こ
の

協
定
の
規
定
に
抵
触
す
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
な
ん
ら
か
の
措
置
を
適
用
し
た
結
果
と
し
て
、
又
は
（
c
）
そ
の
他
の
な
ん

ら
か
の
状
態
が
存
在
す
る
結
果
と
し
て
、こ
の
協
定
に
基
き
直
接
若
し
く
は
間
接
に
自
国
に
与
え
ら
れ
た
利
益
が
無
効
に
さ
れ
、

若
し
く
は
侵
害
さ
れ
、
又
は
こ
の
協
定
の
目
的
の
達
成
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
満
足
し
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う
る
調
整
を
行
う
た
め
、関
係
が
あ
る
と
認
め
る
他
の
締
約
国
に
対
し
て
書
面
に
よ
り
申
立
又
は
提
案
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
申
立
又
は
提
案
を
受
け
た
締
約
国
は
、
そ
の
申
立
又
は
提
案
に
対
し
て
好
意
的
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

右
の
規
定
に
お
い
て
、（
a
）、（
b
）
及
び
（
c
）
の
各
類
型
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
違
反
申
立
て
（violation com

plaints

）、
非
違

反
申
立
て
（non-violation com

plaints

）
及
び
状
態
申
立
て
（situation com

plaints

）
と
呼
ば
れ
て
い
る(3)

。

　

ま
た
、
T
R
I
P
S
協
定
の
六
四
条
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

「
1　

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
紛
争
解
決
了
解
に
よ
っ
て
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
適
用
さ
れ
る

一
九
九
四
年
の
ガ
ッ
ト
の
第
二
二
条
及
び
第
二
三
条
の
規
定
は
、こ
の
協
定
に
係
る
協
議
及
び
紛
争
解
決
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

2　

一
九
九
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
三
条
1
の
（
b
）
及
び
（
c
）
の
規
定
は
、
世
界
貿
易
機
関
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
五

年
間
、
こ
の
協
定
に
係
る
紛
争
解
決
に
つ
い
て
は
、
準
用
し
な
い
。

3　

2
に
規
定
す
る
期
間
の
間
、貿
易
関
連
知
的
所
有
権
理
事
会
は
、一
九
九
四
年
の
ガ
ッ
ト
第
二
三
条
1
の（
b
）及
び（
c
）

に
規
定
す
る
種
類
の
苦
情
で
あ
っ
て
こ
の
協
定
に
従
っ
て
申
し
立
て
ら
れ
る
も
の
の
範
囲
及
び
態
様
を
検
討
し
、
並
び
に
承
認

の
た
め
閣
僚
会
議
に
勧
告
を
提
出
す
る
。
こ
の
勧
告
の
承
認
又
は
2
に
規
定
す
る
期
間
の
延
長
は
、
閣
僚
会
議
が
コ
ン
セ
ン
サ

ス
方
式
に
よ
っ
て
の
み
決
定
す
る
。
承
認
さ
れ
た
勧
告
は
、
そ
の
後
の
正
式
な
受
諾
手
続
な
し
に
す
べ
て
の
加
盟
国
に
つ
い
て

効
力
を
生
ず
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
T
R
I
P
S
協
定
に
係
る
紛
争
解
決
に
つ
い
て
は
、
G
A
T
T
二
二
条
及
び
二
三
条
を
準
用
す
る
と
さ
れ
て
い
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る
と
こ
ろ
、
G
A
T
T
二
三
条
一
項
（
b
）
及
び
（
c
）
の
定
め
る
紛
争
解
決
手
段
は
W
T
O
協
定
発
効
か
ら
五
年
間
は
準
用
し

な
い
と
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
措
置
が
講
じ
ら
れ
た(4)

。
そ
し
て
、
こ
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
、
ド
ー
ハ
（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）、
香
港

（
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
及
び
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
及
び
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
の
各
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
次
回

閣
僚
会
議
ま
で
延
長
す
る
旨
が
合
意
さ
れ
、
現
時
点
で
は
二
〇
一
三
年
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
閣
僚
会
議
ま
で
継
続
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る(5)

。

　

ま
た
、T
R
I
P
S
協
定
六
四
条
三
項
に
よ
り
、モ
ラ
ト
リ
ア
ム
期
間
中
に
、T
R
I
P
S
理
事
会
は
、T
R
I
P
S
協
定
に
従
っ

て
申
し
立
て
ら
れ
る
非
違
反
申
立
て
及
び
状
態
申
立
て
の
「
範
囲
及
び
態
様
」（the scope and m

odalities

）
に
つ
い
て
検
討
し
、

閣
僚
会
議
に
勧
告
を
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
検
討
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
延
長
に
伴
っ
て
継
続
し
て
お
り
、
い
ま
だ
結

論
が
出
て
い
な
い(6)

。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
そ
も
そ
も
非
違
反
申
立
制
度
と
は
い
か
な
る
も
の
か
を
見
た
う
え
で
、
T
R
I
P
S
協
定
に
関

し
て
同
申
立
て
が
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
事
案
で
こ
れ
が
用
い
ら
れ
、
い
か
な
る
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
を
論
じ
る

こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
状
態
申
立
て
は
、
一
九
四
七
年
G
A
T
T
の
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
パ
ネ
ル
等
の
裁
定
に
至
っ
た

実
例
が
な
く
、
事
実
上
使
わ
れ
な
い
制
度
と
い
わ
れ
て
い
る(7)

。
そ
の
た
め
、
T
R
I
P
S
協
定
と
の
関
係
で
実
際
に
論
じ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
非
違
反
申
立
て
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
も
、
非
違
反
申
立
て
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
す
る
。
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二　

非
違
反
申
立
て
に
関
す
る
一
般
論

1　

非
違
反
申
立
て
と
は

　

前
述
の
よ
う
に
、
G
A
T
T
二
三
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
W
T
O
加
盟
国
は
、（
A
）
他
の
加
盟
国
が
（
a
）
協
定
上
の
義
務
の
不

履
行
に
よ
り
、
若
し
く
は
（
b
）
措
置
の
適
用
に
よ
り
、
又
は
（
c
）
何
ら
か
の
状
態
が
存
在
す
る
結
果
と
し
て
、（
B
）
○1
協
定

に
基
づ
き
直
接
若
し
く
は
間
接
に
自
国
に
与
え
ら
れ
た
利
益
が
無
効
に
さ
れ
、
若
し
く
は
侵
害
さ
れ
、
又
は
○2
協
定
の
目
的
の
達
成

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
、
紛
争
解
決
手
続
の
申
立
て
（
通
常
は
協
議
要
請
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
申
立

て
の
要
件
に
つ
き
（
A
）
が
三
種
、（
B
）
が
二
種
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
み
合
わ
せ
る
と
六
種
の
類
型
の
申
立
て
が
あ
り

得
る
こ
と
に
な
る(8)

。
そ
し
て
、
非
違
反
申
立
て
と
は
、（
A
）
の
（
b
）
と
（
B
）
の
○1
又
は
○2
の
組
合
せ
、
す
な
わ
ち
、
加
盟
国

の
措
置
の
適
用
の
結
果
に
よ
り
、
別
の
加
盟
国
が
協
定
に
基
づ
き
直
接
又
は
間
接
に
与
え
ら
れ
た
利
益
が
無
効
に
さ
れ
、
若
し
く
は

侵
害
さ
れ
、
又
は
協
定
の
目
的
の
達
成
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
な
さ
れ
る
申
立
て
を
い
う
。

　

違
反
申
立
て
で
も
、（
B
）
の
要
件
を
充
た
す
必
要
が
あ
る
が
、
加
盟
国
の
措
置
が
協
定
に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

利
益
の
無
効
化
・
侵
害
（nullification or im

pairm
ent of benefit

）
が
推
定
さ
れ
、
こ
れ
を
否
定
す
る
当
事
国
が
反
証
す
る
責
任

を
負
う(9)

。
他
方
、
非
違
反
申
立
て
で
は
、
申
立
国
が
申
立
て
を
正
当
化
す
る
た
め
の
詳
細
な
根
拠
を
提
示
し
な
く
て
は
な
ら
な
い(10)

。

従
っ
て
、実
質
上
、違
反
申
立
て
は
、特
定
加
盟
国
の
措
置
が
協
定
違
反
で
あ
る
旨
を
主
張
す
る
申
立
て
で
あ
り
、非
違
反
申
立
て
は
、

特
定
加
盟
国
の
措
置
に
よ
り
自
国
の
協
定
に
基
づ
く
利
益
が
無
効
化
又
は
侵
害
さ
れ
た
旨
（
協
定
の
目
的
達
成
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

を
主
張
す
る
こ
と
で
も
よ
い
が
、実
際
に
は
そ
の
主
張
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る(11)

。）
を
主
張
す
る
申
立
て
で
あ
る
と
い
え
る
。
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2　

非
違
反
申
立
て
の
根
拠

　

非
違
反
申
立
て
の
淵
源
は
、
第
二
次
大
戦
前
に
米
国
が
他
国
と
結
ん
で
い
た
通
商
協
定
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

一
九
四
七
年
G
A
T
T
の
起
草
の
際
、
関
税
譲
許
時
に
締
約
国
が
相
互
に
期
待
す
る
貿
易
自
由
化
の
効
果
が
、
同
協
定
の
規
律
の

及
ば
な
い
措
置
（
例
え
ば
、
非
差
別
的
な
税
制
や
補
助
金
等
）
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
へ
の
懸
念
か
ら
、
非
違
反
申
立
て
の
制

度
を
一
九
四
七
年
G
A
T
T
に
も
導
入
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
四
七
年
G
A
T
T
が
関
税
譲
許
を
中
核
と
す
る

協
定
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
締
約
国
が
相
互
に
関
税
引
き
下
げ
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
に
市
場
の
開
放
に
向
け
た

期
待
感
を
持
つ
と
い
う
効
果
が
生
じ
る
と
い
う
仕
組
み
を
中
心
と
し
て
い
る
と
と
も
に
、
他
方
、
貿
易
関
連
措
置
の
一
部
の
み
を
規

律
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
規
律
の
及
ば
な
い
分
野
の
措
置
の
導
入
に
よ
っ
て
、
規
律
の
効
果
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た(12)

。

3　

W
T
O
体
制
に
お
け
る
非
違
反
申
立
て

（
1
）
位
置
づ
け

　

W
T
O
協
定
の
下
、非
違
反
申
立
て
は
G
A
T
T
二
三
条
一
項
（
b
）
の
ほ
か
、G
A
T
S
（
W
T
O
設
立
協
定
附
属
書
一
B
サ
ー

ビ
ス
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）
二
三
条
三
項
や
政
府
調
達
協
定
二
二
条
二
項
に
も
定
め
ら
れ(13)

、ま
た
、D
S
U
（
紛
争
解
決
了
解
）

二
六
条
一
項
に
関
係
す
る
規
定
が
置
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
上
非
違
反
申
立
て
は
維
持
さ
れ
、
さ
ら
に
拡
充
さ
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
紛
争
解
決
類
型
に
関
す
る
上
記
の
よ
う
な
根
拠
に
照
ら
す
と
、
実
質
的
に
は
、
非
違
反
申
立
て
は
役
割
を
終
え
た
と
す
る
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説
も
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
W
T
O
協
定
の
成
立
に
よ
り
、
一
九
四
七
年
G
A
T
T
の
時
代
に
比
べ
、
国
内

措
置
に
関
す
る
規
律
が
飛
躍
的
に
充
実
し
、従
来
関
税
譲
許
の
効
果
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
事
態（
補
助
金
の
導
入
等
）

は
違
反
申
立
て
に
よ
り
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
D
S
U
三
条
二
項
は
、
パ
ネ
ル
及
び
上
級
委
員
会
が
「
対

象
協
定
に
定
め
る
権
利
及
び
義
務
に
新
た
な
権
利
及
び
義
務
を
追
加
」
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
協
定
に
違
反
し
な
い

措
置
に
よ
る
利
益
の
無
効
化
・
侵
害
を
認
め
る
こ
と
は
、
協
定
に
な
い
義
務
を
追
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
点

も
指
摘
さ
れ
て
い
る(14)

。

　

し
か
し
、
W
T
O
の
紛
争
解
決
制
度
に
お
い
て
、
非
違
反
申
立
て
は
明
文
で
認
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
現
実
に
も
利
用
さ
れ

て
お
り
、
役
割
を
終
え
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
非
違
反
申
立
て
は
、
一
九
四
七
年
G
A
T
T
時
代
か
ら
慎
重
に

利
用
さ
れ
（approached w

ith caution
）、
紛
争
解
決
の
例
外
的
な
手
段
（an exceptional instrum

ent of dispute settlem
ent

）

と
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
も
同
様
の
姿
勢
で
臨
む
べ
き
こ
と
が
、
パ
ネ
ル
及
び
上
級
委
員
会
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い

る(15)

。（
2
）
運
用

　

一
九
四
七
年
G
A
T
T
の
下
で
は
、
非
違
反
申
立
て
に
基
づ
く
紛
争
案
件
と
し
て
八
件
が
パ
ネ
ル
又
は
作
業
部
会
に
よ
っ
て
検

討
さ
れ
た
。
特
に
著
名
な
の
が
、
非
違
反
申
立
て
に
基
づ
き
、
利
益
の
無
効
化
・
侵
害
が
認
め
ら
れ
たEEC

-O
ilseeds

事
件
で
あ

る(16)

。
ま
た
、
W
T
O
発
足
後
、
非
違
反
申
立
て
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
又
は
上
級
委
員
会
が
明
示
的
に
判
断
し
た
事
件
と
し
て
、K

orea-

G
overnm

ent Procurem
ent

事
件
、Japan-Film

事
件
、EC

-A
sbestos

事
件
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
事
件
で
も
利
益
の
無
効
化
・

侵
害
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い(17)

。
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非
違
反
申
立
て
の
具
体
的
な
主
張
・
立
証
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
問
題
と
な
る
措
置
の
適
用
に
よ
り
、
関
税
譲
許
時
に
お
け
る
、

譲
許
に
よ
り
市
場
ア
ク
セ
ス
機
会
が
向
上
す
る
こ
と
に
関
す
る
正
当
な
期
待
（
こ
れ
が
「
利
益
」
に
当
た
る
。）
が
無
効
化
又
は
侵

害
さ
れ
る
こ
と
、
換
言
す
る
と
、
関
係
す
る
市
場
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
譲
許
に
よ
り
、
輸
入
品
が
享
受
す
る
競
争
上
の
位
置
・
関
係

が
覆
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る(18)

。

　

な
お
、
非
違
反
申
立
て
が
認
め
ら
れ
た
場
合
の
救
済
措
置
に
つ
い
て
は
、
D
S
U
二
六
条
一
項
が
特
則
を
定
め
て
お
り
、
当
該

措
置
を
撤
回
す
る
必
要
は
な
く
、
関
係
当
事
国
が
相
互
に
満
足
す
べ
き
調
整
を
行
う
よ
う
パ
ネ
ル
又
は
上
級
委
員
会
が
勧
告
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

三　

T
R
I
P
S
協
定
に
係
る
非
違
反
申
立
て

1　

T
R
I
P
S
協
定
の
目
的
・
特
徴

　

次
に
、
T
R
I
P
S
協
定
に
係
る
非
違
反
申
立
て
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

ま
ず
、
T
R
I
P
S
協
定
の
目
的
は
、
不
適
切
な
知
的
財
産
制
度
に
よ
る
貿
易
歪
曲
効
果
を
軽
減
し
、
知
的
財
産
権
の
有
効
か

つ
十
分
な
保
護
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
知
的
財
産
権
行
使
の
た
め
の
措
置
・
手
続
自
体
が
正
当
な
貿
易
の
障
害
と
な
ら
な
い
こ
と

を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
（
同
協
定
前
文
参
照
）。

　

そ
の
規
律
す
る
対
象
は
、
原
則
と
し
て
、
貿
易
自
体
を
規
制
す
る
措
置
で
は
な
く
、
国
内
に
お
け
る
知
的
財
産
の
保
護
に
関
す
る
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制
度
・
措
置
で
あ
る
。
ま
た
、T
R
I
P
S
協
定
自
体
が
具
体
的
な
義
務
を
規
定
し
て
お
り
、G
A
T
T
や
G
A
T
S
が
採
用
す
る
、

協
定
の
定
め
る
原
則
の
下
で
加
盟
国
が
相
互
に
譲
許
又
は
約
束
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
（
関
税
譲
許
や
サ
ー
ビ
ス
自
由
化
に
関
す
る

約
束
に
相
応
す
る
仕
組
み
）
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
T
R
I
P
S
協
定
は
、
G
A
T
T
及
び
G
A
T
S

と
は
か
な
り
性
格
が
異
な
る
協
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

2　

T
R
I
P
S
協
定
の
下
で
加
盟
国
が
受
け
る
利
益

　

仮
に
T
R
I
P
S
協
定
の
下
で
非
違
反
申
立
て
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
無
効
化
又
は
侵
害
さ
れ
る
「
利
益
」
と
は
何
か
が
問
題

と
な
る
。
非
違
反
申
立
て
に
関
す
る
一
般
論
で
見
た
よ
う
に
、
G
A
T
T
の
下
で
は
、
関
税
譲
許
時
に
加
盟
国
が
相
互
に
抱
く
市
場

ア
ク
セ
ス
機
会
の
向
上
へ
の
期
待
が
「
利
益
」
に
当
た
る
。
こ
れ
に
沿
っ
て
考
え
る
と
、
抽
象
的
に
は
、
T
R
I
P
S
協
定
の
合

意
時
に
、
こ
の
協
定
に
よ
っ
て
加
盟
国
が
相
互
に
抱
い
た
貿
易
関
係
の
メ
リ
ッ
ト
に
関
す
る
期
待
が
T
R
I
P
S
協
定
の
下
で
の

「
利
益
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
、
何
が
「
利
益
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
T
R
I
P
S
協
定
は
具
体
的
な
義
務
を
定

め
る
規
定
の
集
合
体
で
あ
っ
て
、協
定
に
基
づ
き
加
盟
国
が
さ
ら
に
特
定
の
約
束
を
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
を
と
っ
て
い
な
い
。従
っ

て
、
T
R
I
P
S
協
定
の
下
で
加
盟
国
が
相
互
に
負
う
義
務
と
は
、
ま
さ
に
協
定
の
各
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を

超
え
て
事
実
上
の
拘
束
が
課
さ
れ
る
（
他
の
加
盟
国
の
観
点
か
ら
は
、
市
場
ア
ク
セ
ス
機
会
の
向
上
等
の
期
待
を
抱
か
せ
る
契
機
が

生
ま
れ
る
）
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
T
R
I
P
S
協
定
が
規
律
す
る
知
的
財
産
権
は
、
私
権
で
あ
る
（
同
協
定
前
文
参
照
）。
そ
し
て
、
各
知
的
財
産
権
は
、
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原
則
、
排
他
権
（
禁
止
権
。
自
己
が
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
積
極
的
権
利
で
は
な
く
、
他
人
が
無
断
で
利
用
す
る
こ
と
を
禁
ず

る
消
極
的
権
利
で
あ
る
。）
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る(19)

。
よ
っ
て
、
T
R
I
P
S
協
定
は
、
個
々
の
知
的
財
産
権
の
保
護
に
よ
り
権

利
者
（
私
人
）
が
経
済
的
利
益
を
得
る
こ
と
ま
で
保
障
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
T
R
I
P
S
協
定
に
基
づ
き
加
盟
国
が
与
え
ら
れ
た
利
益
と
は
、
他
の
加
盟
国
が
、
協
定
整
合
的
な
内

容
の
知
的
財
産
制
度
を
整
備
し
、
か
つ
、
知
的
財
産
権
の
行
使
を
協
定
整
合
的
に
実
現
す
る
こ
と
を
保
障
さ
れ
る
こ
と
か
ら
受
け
る

利
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
結
局
、
T
R
I
P
S
協
定
に
基
づ
き
得
ら
れ
る
利
益
と
は
、
他
の
加
盟

国
が
協
定
上
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
で
あ
り
、
こ
れ
を
守
る
た
め
の
紛
争
解
決
の
類
型
と
し
て
は
、
違
反
申

立
て
で
足
り
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
後
に
、
具
体
的
な
事
例
の
類
型
を
素
材
と
し
て
さ
ら
に
検
討
す
る
。

3　

研
究
者
等
の
見
解

　

と
こ
ろ
で
、
T
R
I
P
S
協
定
と
非
違
反
申
立
て
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
見
解
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
、
主

要
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

（
1
）
非
違
反
申
立
て
の
導
入
を
警
戒
す
べ
し
と
の
議
論

　

主
に
途
上
国
や
知
的
財
産
権
の
対
象
（
発
明
や
著
作
物
等
）
の
ユ
ー
ザ
ー
の
観
点
か
ら
、
非
違
反
申
立
て
に
警
戒
す
べ
き
旨
が
主

張
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、A

bbott

教
授
は
、
途
上
国
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
非
違
反
申
立
て
を
許
容
す
る
こ
と
は
、
深
刻
な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
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こ
と
、
著
作
権
者
に
よ
る
映
画
上
映
の
機
会
の
制
限
、
薬
価
価
格
の
規
制
、
包
装
・
ラ
ベ
リ
ン
グ
規
制
、
検
閲
、
文
化
政
策
な
ど
が
、

非
違
反
申
立
て
の
対
象
と
な
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
最
終
的
に
は
パ
ネ
ル
等
に
よ
っ
て
非
違
反
申
立
て
が
認
め
ら
れ
な
い
と

し
て
も
、
紛
争
を
示
唆
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
途
上
国
へ
の
圧
力
は
無
視
で
き
な
い
こ
と
等
を
主
張
し
て
い
る(20)

。

　

ま
た
、Correa

教
授
は
、
非
違
反
申
立
て
の
導
入
は
、
知
的
財
産
制
度
と
関
係
し
な
い
国
内
措
置
（
例
、
特
許
製
品
の
価
格
規
制
）

に
関
す
る
介
入
を
一
層
広
く
認
め
る
こ
と
に
な
る
旨
を
主
張
し
て
い
る(21)

。

（
2
）
途
上
国
が
非
違
反
申
立
て
を
有
利
に
活
用
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
議
論

　

上
と
は
逆
に
、
途
上
国
に
と
っ
て
非
違
反
申
立
て
が
有
益
に
な
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、C

arvalho

は
、「
途
上
国
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
T
R
I
P
S
協
定
の
締
結
が
技
術
移
転
や
海
外

か
ら
の
投
資
の
面
で
有
利
な
効
果
を
も
た
ら
す
と
の
期
待
を
持
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
T
R
I
P
S
協
定
七
条
及
び
六
六
条
二
項
に

不
明
確
な
が
ら
現
れ
て
い
る
。
こ
の
期
待
を
根
拠
と
し
て
、
途
上
国
が
自
ら
非
違
反
申
立
て
を
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
の
趣
旨
を
述
べ
る
（
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
事
例
と
し
て
、
価
格
規
制
、
ラ
イ
セ
ン
ス
規
制
、
強
制
実
施
権
制

度
を
挙
げ
る(22)

。）。

　

ま
た
、Yu

教
授
は
、「
T
R
I
P
S
協
定
七
条
及
び
八
条
に
よ
っ
て
途
上
国
側
の
T
R
I
P
S
協
定
に
係
る
期
待
を
根
拠
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
途
上
国
が
非
違
反
申
立
て
を
使
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。」
と
す
る(23)

。

　

さ
ら
に
、Frankel

教
授
は
、「
非
違
反
申
立
て
は
、
T
R
I
P
S
協
定
の
下
に
お
け
る
知
的
財
産
権
の
保
護
に
上
限
が
あ
る
と

い
う
主
張
の
根
拠
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
F
T
A
（
自
由
貿
易
協
定
）
の
T
R
I
P
S
プ
ラ
ス
の
規
定
に
つ
い
て
、

F
T
A
の
当
事
国
が
T
R
I
P
S
協
定
に
係
る
非
違
反
申
立
て
に
よ
り
争
う
こ
と
が
で
き
る
」
旨
を
述
べ
る(24)

。
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4　

検
討

（
1
）
適
用
可
能
な
事
例
の
類
型

　

さ
て
、
非
違
反
申
立
て
は
ど
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
成
立
す
る
と
考
え
る
べ
き
か
。
知
的
財
産
権
の
排
他
的
効
力
を
否
定
す
る

よ
う
な
措
置
が
実
施
さ
れ
た
と
評
価
で
き
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
違
反
申
立
て
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
知
的
財
産
関
係
の
措
置

に
つ
い
て
G
A
T
T
等
の
適
用
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
非
違
反
申
立
て
の
み
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
ほ

と
ん
ど
想
定
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

若
干
の
具
体
例
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
（
a
）
価
格
規
制

　

例
え
ば
、
薬
品
の
価
格
が
極
め
て
低
い
水
準
に
統
制
さ
れ
る
場
合
、
薬
品
に
係
る
特
許
権
者
は
、
自
ら
市
場
参
入
を
あ
き
ら
め
る

だ
け
で
な
く
、
紛
争
対
応
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し
て
侵
害
品
の
流
通
を
放
置
せ
ざ
る
を
得
ず
、
結
果
的
に
知
的
財
産
権
の
効
力
が
実
質

上
否
定
さ
れ
る
と
い
う
場
合
も
あ
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
を
否
定
す
る
措
置
と
し
て
、
違
反
申
立

て
の
対
象
と
な
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
逆
に
、
そ
の
程
度
の
影
響
が
な
い
場
合
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
T
R
I
P
S
協
定

は
知
的
財
産
権
の
権
利
者
に
利
益
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
非
違
反
申
立
て
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
困
難
と
思
わ
れ

る
。

　
（
b
）
ラ
イ
セ
ン
ス
規
制

　

知
的
財
産
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
と
は
、
権
利
者
が
特
定
の
者
に
対
し
て
、
排
他
的
権
利
を
行
使
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
（
通
常
実
施
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（
使
用
）
権
の
場
合
）、
あ
る
い
は
、
排
他
的
権
利
に
準
ず
る
権
利
を
設
定
す
る
（
専
用
実
施
（
使
用
）
権
の
場
合
）
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
知
的
財
産
権
の
行
使
形
態
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
に
係
る
規
制
が
、
事
実
上
ラ
ン

セ
ン
ス
を
困
難
に
す
る
場
合
、
例
え
ば
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
低
額
に
抑
え
た
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
の
海
外
送
金
を
規
制
し
た
り
、
付
随

的
な
義
務
（
強
制
的
な
グ
ラ
ン
ト
バ
ッ
ク
等
）
を
課
し
た
り
す
る
措
置
に
つ
い
て
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
場
合
は
、
知
的
財
産
権
の

効
力
を
実
質
上
否
定
す
る
措
置（
特
許
権
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、そ
の
効
力
に
係
る
T
R
I
P
S
協
定
二
八
条
一
項
に
違
反
す
る
措
置
）

と
し
て
、
違
反
申
立
て
の
対
象
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
T
R
I
P
S
協
定
上
、
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関

係
す
る
規
定
が
存
在
し
（
特
許
を
例
に
す
れ
ば
、
ラ
イ
セ
ン
ス
に
係
る
同
二
八
条
二
項
、
強
制
実
施
権
の
要
件
に
係
る
同
三
一
条
な

ど
）、
そ
れ
ら
の
違
反
を
問
う
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
T
R
I
P
S
協
定
上
、
関
係
す
る
規
律
が
明
文
で
置
か
れ
て
い
る

以
上
、
そ
の
違
反
を
問
え
な
い
場
合
に
、
非
違
反
申
立
て
を
認
め
る
こ
と
は
、
明
文
の
規
定
の
存
在
意
義
を
損
な
う
点
で
条
約
解
釈

と
し
て
不
適
切
で
あ
る
し
、
D
S
U
三
条
二
項
と
の
関
係
で
も
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
（
c
）
知
的
財
産
権
の
過
剰
保
護

　

T
R
I
P
S
協
定
は
、
加
盟
国
が
知
的
財
産
権
を
同
協
定
の
求
め
る
水
準
よ
り
も
高
い
水
準
で
保
護
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

（
同
一
条
一
項
）。
し
か
し
、
保
護
が
行
き
過
ぎ
る
場
合
、
例
え
ば
、
特
許
権
の
存
続
期
間
（
T
R
I
P
S
協
定
三
三
条
は
、
出
願

日
か
ら
二
〇
年
以
上
と
定
め
る
。）
を
百
年
と
し
、
あ
る
い
は
特
許
付
与
の
要
件
を
極
端
に
緩
く
し
た
と
き
は
、
他
の
国
に
お
い
て

は
特
許
権
の
対
象
と
な
ら
ず
に
自
由
に
製
造
や
流
通
が
可
能
な
製
品
が
、
そ
の
国
に
対
し
て
輸
出
を
自
由
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
そ
の
国
へ
の
輸
入
が
特
許
権
侵
害
と
な
る
）
等
の
効
果
を
持
ち
得
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
過
剰
な
保
護
は
、
通
常
、
そ
の
国

自
身
の
経
済
社
会
に
も
弊
害
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
あ
ま
り
現
実
的
で
な
い
。
ま
た
、
仮
に
当
該
国
へ
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の
影
響
は
少
な
く
、主
に
外
国
に
影
響
を
与
え
る
制
度
で
あ
れ
ば
、内
国
民
待
遇（
T
R
I
P
S
協
定
三
条
）違
反
が
問
題
と
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
T
R
I
P
S
協
定
四
一
条
一
項
（
正
当
な
貿
易
の
障
害
と
な
る
権
利
行
使
手
続
の
回
避
）
の
適
用
の
可
能
性
も
あ
る
。

物
や
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
を
阻
害
す
る
と
し
て
、
G
A
T
T
や
G
A
T
S
等
を
適
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
類
型
の
措
置

に
つ
い
て
も
、（
b
）
と
同
様
、
上
記
の
よ
う
な
規
定
の
違
反
を
問
え
な
い
場
合
に
、
非
違
反
申
立
て
が
可
能
と
解
す
る
こ
と
は
、

不
適
切
で
あ
る
。

　
（
d
）
新
規
加
盟
国
の
措
置

　

W
T
O
へ
の
新
規
加
盟
の
手
続
上
、
加
盟
議
定
書
に
加
盟
国
の
約
束
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）
が
記
載
さ
れ
、
各
約
束
は
当
該
加

盟
国
と
の
関
係
で
W
T
O
協
定
の
内
容
を
な
す
。
ま
た
、
加
盟
議
定
書
に
添
付
さ
れ
る
加
盟
作
業
部
会
報
告
書
に
は
、
議
定
書
の

約
束
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
新
規
加
盟
国
の
説
明
と
、
加
盟
作
業
部
会
で
表
明
さ
れ
た
既
存
加
盟
国
側
の
関
心
（
懸
念
）
及
び
新
規
加

盟
国
の
応
答
も
記
載
さ
れ
る
。
仮
に
、
議
定
書
の
約
束
自
体
に
は
違
反
し
な
い
が
、
作
業
部
会
に
お
け
る
説
明
（
に
基
づ
く
既
存
加

盟
国
の
期
待
）
と
食
い
違
う
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
場
合
、
非
違
反
申
立
て
の
対
象
と
な
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
新

規
加
盟
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
T
R
I
P
S
協
定
自
体
に
基
づ
く
義
務
の
ほ
か
に
加
盟
議
定
書
に
お
け
る
約
束
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に

約
束
で
は
な
い
も
の
の
、約
束
の
前
提
と
な
る
言
明
が
公
式
の
場
で
な
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、

現
実
に
非
違
反
申
立
て
が
可
能
か
否
か
は
、
具
体
的
な
事
案
ご
と
の
判
断
を
要
す
る
。

　
（
e
）
そ
の
他

　

前
記
3
に
挙
げ
た
各
見
解
が
非
違
反
申
立
て
の
対
象
と
し
て
示
す
具
体
的
類
型
は
、
説
得
的
で
な
い
。
前
記
3
（
1
）
の
論
者
が
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挙
げ
て
い
る
例
の
う
ち
右
に
論
じ
た
も
の
以
外
（
映
画
上
映
の
機
会
の
制
限
、
包
装
・
ラ
ベ
リ
ン
グ
規
制
、
検
閲
、
文
化
政
策
）
も
、

T
R
I
P
S
協
定
が
知
的
財
産
権
者
に
よ
る
積
極
的
な
利
用
の
権
利
を
保
障
し
て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
非
違
反
申
立
て
を
有
効

に
な
し
え
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い(25)

。

　

ま
た
、
3
（
2
）
の
各
見
解
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
に
、
技
術
移
転
や
海
外
か
ら
の
投
資
の
面
で
有
利
な
効
果

を
も
た
ら
す
と
の
期
待
は
、
T
R
I
P
S
協
定
の
具
体
的
義
務
と
の
関
係
が
あ
ま
り
に
薄
弱
で
、
同
協
定
に
基
づ
く
「
利
益
」
と

い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
T
R
I
P
S
協
定
七
条
や
八
条
と
「
利
益
」
を
結
び
付
け
る
議
論
も
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る

措
置
が
対
象
と
な
る
か
が
明
ら
か
で
な
く
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
抽
象
的
・
一
般
的
規
定
か
ら
具
体
的
「
利
益
」
を
導
く
こ
と
に
は
無

理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
三
に
、
F
T
A
等
の
T
R
I
P
S
プ
ラ
ス
条
項
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
論
旨
が
明

確
で
な
い
が
、
T
R
I
P
S
協
定
に
基
づ
く
利
益
に
対
す
る
抽
象
的
な
「
期
待
」
に
よ
り
、
F
T
A
等
に
お
け
る
国
家
間
の
具
体

的
な
合
意
内
容
が
覆
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
主
張
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
的
根
拠
が
不
明
で
あ
り
、
ま
た
国
際
法
の
法
的
安
定
性
を
損

な
う
実
害
を
も
た
ら
す
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
、
T
R
I
P
S
協
定
の
下
で
非
違
反
申
立
て
が
意
味
を
持
つ
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
え
て
具
体
例
を
挙
げ

れ
ば
、
新
規
加
盟
国
の
加
盟
プ
ロ
セ
ス
と
の
関
係
と
い
う
、
ご
く
特
殊
な
ケ
ー
ス
の
一
部
く
ら
い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
非
違
反
申
立
て
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
続
け
て
も
、
あ
る
い
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
打
ち
切
っ
て
も
、
実
質
的
な
影
響
は
大
き
く
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
一
部
の
論
者
は
、
仮
に
申
立
て
が
パ
ネ
ル
等
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、
非
違
反
申
立
て
が
可
能
に
な
る
こ
と
自
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体
が
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
可
能
性
を
広
げ
、
特
に
先
進
国
が
途
上
国
に
各
種
要
求
を
す
る
際
に
先
進
国
に
有
利
に
働
く
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
（
前
記
3
（
1
））。
こ
の
点
は
、
所
詮
推
測
の
問
題
で
あ
る
が
、
先
進
国
で
あ
っ
て
も
、
紛
争
解
決
手
続
、
特
に
パ

ネ
ル
設
置
要
請
以
降
の
手
続
に
進
む
に
は
そ
れ
な
り
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
り
（
国
内
の
議
会
、
他
省
庁
、
国
民
等
を
説
得
す
る
必
要

性
や
コ
ス
ト
な
ど
が
理
由
。）、
安
易
に
濫
訴
を
す
る
可
能
性
は
低
い
と
も
思
わ
れ
る
。

四　

結
語

　

本
稿
の
結
論
は
、
T
R
I
P
S
協
定
に
係
る
非
違
反
申
立
て
を
認
め
る
意
義
は
小
さ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
申
立
制
度

に
関
す
る
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
措
置
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
に
決
着
が
つ
き
そ
う
な
状
況
に
な
い
が
、
我
が
国
と
し
て
は
、
こ

の
問
題
に
つ
き
、
固
有
の
利
害
は
大
き
く
な
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
よ
り
広
く
T
R
I
P
S
協
定
全
体
、
さ
ら
に
は
W
T
O

全
体
に
関
す
る
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
観
点
か
ら
、
柔
軟
に
立
場
を
決
め
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
る
。

注
⑴　

本
稿
は
、特
許
庁
委
託
研
究
「
各
国
知
的
財
産
関
連
法
令
T
R
I
P
S
協
定
整
合
性
調
査
」
に
基
づ
く
国
際
知
財
制
度
研
究
会
（
平
成
二
二
年
度
）（
以

下
「
国
際
知
財
研
究
会
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
筆
者
が
行
っ
た
報
告
、及
び
そ
れ
に
基
づ
く
「
T
R
I
P
S
協
定
に
お
け
る
非
違
反
申
立
（N

on-V
iolation 

C
om

plaints

）」『
国
際
知
財
研
究
会
報
告
書
』
二
一
―
二
九
頁
（
二
〇
一
〇
年
）
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

⑵　

本
稿
に
お
い
て
、
条
約
の
訳
は
公
定
訳
に
よ
る
。
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⑶　
Ernst-U

lrich Petersm
ann, The G

ATT/W
TO

 D
ispute Settlem

ent System
: International Law, International O

rganizations and D
ispute 

Settlem
ent, 72

―74 (1997); D
avid Palm

eter &
 Petros C

. M
avroidis, D

ispute Settlem
ent in the W

orld Trade O
rganization: Practice and 

Procedure, 162

―165 (2d ed. 2004).

⑷　

モ
ラ
ト
リ
ア
ム
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
事
情
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、W

TO
 D

ocum
ent, IP/C

/W
/124, 28 January 1999, paras. 11

―16

参
照
。
な
お
、

国
際
知
財
研
究
会
に
お
い
て
、
高
倉
成
男
委
員
（
明
治
大
学
教
授
。
T
R
I
P
S
協
定
制
定
に
至
る
交
渉
に
日
本
政
府
の
一
員
と
し
て
関
与
さ
れ
た
。）

か
ら
、
交
渉
経
緯
に
つ
き
説
明
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
交
渉
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
が
、
医
薬
品
特
許
に
関
す
る
米
国
と
の

紛
争
を
念
頭
に
お
い
て
、
T
R
I
P
S
協
定
に
関
し
て
は
非
違
反
申
立
て
及
び
状
態
申
立
て
は
不
可
と
す
る
条
文
案
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
米
国
が
強

く
反
発
し
、
こ
れ
に
対
し
て
さ
ら
に
途
上
国
等
が
（
米
国
が
要
求
す
る
こ
と
は
自
国
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
と
の
意
識
が
お
そ
ら
く
あ
っ

て
）
カ
ナ
ダ
を
支
持
し
、
結
局
、
妥
協
と
し
て
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
が
導
入
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
E
U
（
E
C
）
は
、
本
件
に
つ
い
て
は
静
観
し
て
い
た

と
い
う
。

⑸　

W
TO

 Secretariat, TRIPS: ‘N
on-Violation ’ C

om
plaints (Article 64.2): Background and the C

urrent Situation, available at http://w
w

w
.

w
to.org/english/tratop_e/trips_e/nonviolation_background_e.htm

 (last visited June 4, 2012).

⑹　

延
長
に
伴
う
T
R
I
P
S
理
事
会
の
検
討
作
業
の
継
続
に
つ
き
、
ド
ー
ハ
閣
僚
会
議
「『
実
施
』
問
題
に
関
す
る
決
定
」
パ
ラ
一
一
・
一
、
香
港
閣
僚

会
議
「
閣
僚
宣
言
」
パ
ラ
四
五
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
閣
僚
会
議
（
二
〇
〇
九
年
）
に
お
け
る
決
定W

T/L/783

、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
閣
僚
会
議
（
二
〇
一
一
年
）
に

お
け
る
決
定W

T/L/842

参
照
。
T
R
I
P
S
理
事
会
の
文
書
と
し
て
、IP/C

/W
/124, of 28 January 28 1999; IP/C

/W
/349, of 19 June 2002; IP/

C
/W

/349/R
ev. 1, of 24 N

ovem
ber 2004

（
い
ず
れ
も
事
務
局
が
本
問
題
の
経
緯
、
論
点
等
に
つ
い
て
ま
と
め
た
メ
モ
）
参
照
。

⑺　

See Petersm
ann, supra note 3, at 74.

⑻　

し
か
し
、
G
A
T
T
時
代
か
ら
、
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、（
A
）
で
は
（
a
）
と
（
b
）、（
B
）
で
は
○1
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
。Id.
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⑼　

D
S
U
（
紛
争
解
決
了
解
）
三
条
八
項
。

⑽　

D
S
U
二
六
条
一
項
（
a
）。

⑾　

前
掲
注
⑻
参
照
。

⑿　

Frieder R
oessler, the C

oncept of N
ullification and Im

pairm
ent in the Legal System

 of the W
orld Trade O

rganization, in Ernst-U
lrich 

Petersm
ann (ed.), International Trade Law

 and the G
ATT/W

TO
 D

ispute Settlem
ent System

, 126

―34 (1997); Thom
as C

ottier &
 K

. N
. 

Schefer, N
on-Violation C

om
plaints in W

TO
/G

ATT D
ispute Settlem

ent: Past, Present and Future, in id., 149

―53; Petersm
ann, supra note 3, 

at 142

―47.

⒀　

W
T
O
設
立
協
定
付
属
書
一
A
の
諸
規
定
は
、
原
則
と
し
て
、
紛
争
解
決
に
関
し
G
A
T
T
二
二
条
及
び
二
三
条
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
（
例
外

と
し
て
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
協
定
一
七
条
参
照
）。

⒁　

R
oessler, supra note 12. 

な
お
、C

ottier &
 Schefer, supra note 12

は
、
む
し
ろ
違
反
申
立
て
に
つ
い
て
も
当
事
国
の
「
正
当
な
期
待
」
を
考
慮

し
た
規
定
解
釈
（
文
言
上
は
合
法
の
よ
う
に
見
え
て
も
、
当
事
国
の
期
待
に
反
す
る
場
合
に
は
違
法
と
す
る
解
釈
）
を
す
べ
し
と
し
、
違
法
申
立
て
と
非

違
反
申
立
て
を
統
合
す
る
方
向
を
提
言
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
手
法
は
、
イ
ン
ド
特
許
事
件
の
上
級
委
員
会
報
告
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い

る
。A

ppellate B
ody R

eport, India-Patent Protection for Pharm
aceutical and Agricultural C

hem
ical Products, W

T/D
S50/A

B
/R

, adopted 

16 January 1998, paras. 36

―48.

⒂　

Panel R
eport, Japan-M

easures Affecting C
onsum

er Photographic Film
 and Paper, adopted 22 A

pril 22 1998, W
T/D

S44/R
, paras. 

10.36 and 37; A
ppellate B

ody R
eport, EC

-M
easures Affecting Asbestos and Asbestos-C

ontaining Products, adopted 5 A
pril 2001, para. 

186.

⒃　

Panel R
eport, European Econom

ic C
om

m
unity-Paym

ents and Subsidies Paid to Processors and Producers of O
ilseeds and Related 
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論　　説
Anim

al-feed Proteins, L/6627

―37S/86, adopted 25 January 1990.
⒄　

Panel R
eport, K

orea-M
easures Affecting G

overnm
ent Procurem

ent, W
T/D

S163/R
, adopted 19 June 2000. 

政
府
調
達
協
定
二
二
条
二
項
の

非
違
反
申
立
て
が
な
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
他
の
二
事
件
に
つ
い
て
は
前
掲
注
⒂
参
照
。

⒅　

Panel R
eport, Japan-Film

, supra note 15, paras. 10.61

―89 and 10.90

―349.

⒆　

T
R
I
P
S
協
定
二
六
条
、
二
八
条
等
参
照
。
た
だ
し
、
国
内
法
の
解
釈
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
や
我
が
国
で
は
、
特
許
権
に
つ
き
専
用
権
を
認
め
る

の
が
通
説
な
い
し
多
数
説
で
あ
る
。
中
山
信
弘=

小
泉
直
樹
編
著
『
新
・
注
解　

特
許
法
（
上
）』
一
〇
〇
九
―
一
〇
一
二
頁
（
鈴
木
將
文
）（
二
〇
一
一
年
）

参
照
。
ま
た
、ド
イ
ツ
で
は
、T
R
I
P
S
協
定
二
八
条（
特
許
権
の
効
力
）に
関
し
専
用
権
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、

商
標
権
に
つ
い
て
は
、
T
R
I
P
S
協
定
二
〇
条
が
一
見
、
商
標
権
者
が
自
ら
商
標
を
使
用
す
る
権
利
を
、
商
標
権
の
効
力
と
し
て
認
め
る
趣
旨
を
含

む
規
定
の
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
同
条
は
、
商
標
の
使
用
に
関
す
る
国
内
措
置
に
一
定
の
制
限
を
加
え
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
積

極
的
権
利
を
認
め
る
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
な
い
と
思
わ
れ
る
（N

uro Pires de C
arvalho, The TRIPS Regim

e of Tradem
arks and D

esigns, 417

（2nd ed. 2011

）
も
同
旨
）。
す
な
わ
ち
、
T
R
I
P
S
協
定
は
、
商
標
に
係
る
権
利
と
し
て
は
登
録
商
標
に
つ
い
て
の
排
他
的
権
利
の
み
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
（
一
六
条
参
照
）、
二
〇
条
の
対
象
は
登
録
商
標
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
条
は
、
商
標
を
使
用
す
る
者
に
具
体
的
な
権
利
を
認
め

る
書
き
ぶ
り
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
商
標
権
と
異
な
る
何
ら
か
の
権
利
を
創
設
的
に
認
め
る
趣
旨
も
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
鈴
木
將
文
「
公
衆
衛
生

分
野
の
国
内
政
策
と
国
際
知
的
財
産
法
・
国
際
通
商
法
―
プ
レ
ー
ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
規
制
を
素
材
と
し
て
―
」（
同
志
社
法
学
三
五
七
号
掲
載
予
定
）
参
照
。

⒇　

Frederick M
. A

bbott, N
on-Violation N

ullification or Im
pairm

ent C
auses of Action under the TRIPS Agreem

ent and the Fifth M
inisterial 

C
onference: A W

arning and Rem
inder, Q

uaker U
nited N

ations O
ffice O

ccasional Paper 11 (2003), available at http://w
w

w
.geneva.quno.

info/pdf/Q
P11-nv.pdf (last visited June 7, 2012).

21　

C
arlos M

. C
orrea, Trade Related Aspects of Intellectual Property Rights: A C

om
m

entary on the TRIPS Agreem
ent, 488 (2007).
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22　
N

uro Pires de C
arvalho, The TRIPS Regim

e of Patent Rights, 678 (3rd ed. 2010).
23　

Peter K
. Yu, The O

bjectives and Principles of the TRIPS Agreem
ent, 46 H

ous. L. R
ev. 979, 1035 (2009).

24　

Susy Frankel, C
hallenging TRIPS-Plus Agreem

ents: the Potential U
tility of N

on-Violation D
isputes, 12 J. I. E. L. 1023, 1055 (2009).

25　

ま
た
、
映
画
の
上
映
規
制
に
つ
い
て
は
G
A
T
T
四
条
、
包
装
・
ラ
ベ
リ
ン
グ
規
制
に
つ
い
て
は
T
B
T
協
定
（
W
T
O
設
立
協
定
附
属
書
一
A
貿

易
の
技
術
的
障
害
に
関
す
る
協
定
）
及
び
S
P
S
協
定
（
W
T
O
設
立
協
定
附
属
書
一
A
衛
生
植
物
検
疫
措
置
の
適
用
に
関
す
る
協
定
）、
検
閲
に
つ

い
て
は
ベ
ル
ヌ
条
約
一
七
条
（
T
R
I
P
S
協
定
九
条
が
援
用
）
が
そ
れ
ぞ
れ
規
律
し
て
お
り
、
問
題
の
あ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
と

の
関
係
で
違
反
申
立
て
に
よ
っ
て
対
応
可
能
と
思
わ
れ
る
。

（
後
記
）
一
〇
年
前
に
突
然
大
学
に
移
っ
て
以
来
、
慣
れ
な
い
教
育
や
研
究
に
右
往
左
往
す
る
私
を
、
佐
分
先
生
は
何
か
に
つ
け
て

気
遣
い
、
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
先
生
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し

た
い
。


